
４．連携活動を通じた地域薬剤師の技能均てん化への取組
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要約
１．目的
　日々変化する社会状況の中、薬剤師が地域社会からのニーズに応えるためには、継続したスキルアップが不可欠である。大学はその使命の一つとして、卒後教育を実施しているが、地域のステークホルダーである薬剤師会及び病院薬剤師会と協働することで、さらに効果的な学習の場を提供することが可能となる。また、この連携活動を通じて、地域薬剤師の技能均てん化を図り、実務実習の更なる充実に繋げる。

２．活動内容
地域の薬剤師を対象として、地域ニーズに応じた様々な講演会、研修会を３大学４薬学部がそれぞれに各県薬剤師会及び各県病院薬剤師会と協働して開催した。

３．成果
　地域薬剤師の知識、技能の向上に寄与できた。あわせて、地域の抱える問題に対して、学生、薬学部教員の関心も高まり、相乗効果が得られた。
　大学の設備を活用した技術研修会が数多く開催されるようになり、薬薬学連携が飛躍的に進んだ。さらに、フィジカルアセスメントや注射薬混合講習会など、学部実習の内容を簡略化して薬剤師の研修用に提供することで、実務実習施設の薬剤師の学生指導に好影響がみられ、実習中のトラブルが減少した。

４．今後の予定
　これらの取り組みは、補助金事業終了後も継続して行う予定である。
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１．目的
日々変化する社会状況の中、薬剤師が地域社会からのニーズに応えるためには、継続したスキルアップが不可欠である。大学はその使命の一つとして、卒後教育を実施しているが、地域のステークホルダーである薬剤師会及び病院薬剤師会と協働することで、さらに効果的な学習の場を提供することが可能となる。また、この連携活動を通じて、地域薬剤師の技能均てん化を図り、実務実習の更なる充実に繋げる。

２．活動内容
地域の薬剤師を対象として、地域ニーズに応じた様々な講演会、研修会を３大学４薬学部がそれぞれに各県薬剤師会及び各県病院薬剤師会と協働して開催した。

公開講座等の開催実績
	
	徳島文理大学
薬学部
	徳島文理大学
香川薬学部
	徳島大学
	松山大学
薬学部

	平成25年度
	5
	1
	71
	3

	平成26年度
	2
	7
	32
	2

	平成27年度
	8
	9
	37
	10

	平成28年度
	8
	5
	27
	20




３．成果
[bookmark: _GoBack]　　大学の設備を活用した技術研修会が数多く開催されるようになり、薬薬学連携が飛躍的に進んだ。さらに、フィジカルアセスメントや注射薬混合講習会（ニュースレター第４号参照）など、学部実習の内容を簡略化して薬剤師の研修用に提供することで、実務実習施設の薬剤師の学生指導に好影響がみられ、実習中のトラブルが減少した。

４．今後の予定
　これらの取り組みは、補助金事業終了後も継続して行う予定である。
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